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パプア ニュー ギニア、西部州、オ リオモ地域 、ギデ ラ族(1980年の常在 人 口が
1850人)
調 査者
1971-72年の調査 は大塚柳太郎が単独 で行 い(渡辺仁が1ヵ 月間、民族考 古学
調査 を行 う)、1980年以降1993年まで断続的 に行われた調査 には、大塚 を 中心
に複数 のメンバ ーが参加 した。人 口に関す るデー タは主 と して大塚 が入手 した
が 、食:糧生産 ・消費に関す るデー タは、大塚 と、河辺俊雄 、秋道 智彌、稲 岡司
によ り得 られ た。 また、マ ラリア抗体価の同定は 中澤港に よ り行 われ た。
調査期間
最初の調査 は、大塚 が1967年の予備調査 の後 、1971年6月か ら1972年3月まで
の約9ヵ 月間 、内陸の1村 落で行 う。1980年には大塚 と河辺 が全村 落(13村落)
の予備 調査 を3ヵ 月間行い 、1981年に上記 の4名 がそれぞれ の村落 で約6ヵ 月
間の調 査 を行 う。 なお、人 口に関す る系統的な調査 は、1980年と1981年に行 わ
れた。 その後、数次 にわた る調査 が行 われて きたが、1989年には全村落 を対象
とす る採 血を含 む調査 を行 つた(マラ リア抗体価 の測定は、 この血液 サ ンプル
について行 つた)。
報告
成 書 と しては下記 の2つ があ るが、前者 は大塚 の1971-72年調査結果 に基いて
お り、後者 は、1980年と1981年調査結果 を中心に既発表論文の採録 も含 めて論
文集 の形 を とつている。個々のテーマ に基 く雑誌論文お よび単行本 の部分 出筆
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2.対 象 の 概 要
地域 の概要
ニューギニア島の中央 南部、す なわ ちパプアニューギニア南西 部の フライ河 と
イ リア ン ・ジ ャヤの東 南部 のデ ィグール河 に挟 まれ た広 大 な地 域 はデル タ と
なつてお り、サ ゴヤシ採集 を主た る生業 とす る集団が居住 している。 この地域
の住民 は、人 口が千人以 下か ら数千人の小言語族 に分かれてお り、それぞれが
基本的 な通婚圏 を形成す るな ど独立性 の高いこ とが特徴 とい える。 この地域 の
年雨量は約2000㍉㍍、乾季 と雨季が明瞭である。
　パプアニュー ギニア側 に関 していえば、海岸 沿いの地域 は、1900年前後 には
すでにイギ リスの植 民地政府 が進 出 してい るが、外部 の影響 に よる経済活動 は
ほ とん ど進展 しない まま独 立(1975年)に至 つた。独立前後か ら小規模 なゴムや
コー ヒー栽培 、 ワニの養 殖な どがは じま つた ものの、低湿地で石のない環境 の
ため道路 をつ くれず、輸 送手段 の未発 達な どの理 曲で、 ほとん ど成 窃 してい な
い。 しか し、この地域 の東南端 に位 置する西部州の州都 であるダル ー島を 中心
に近代 化の影響 は徐 々に浸透 し、 とくに独立 後は都 市部(主と して首都 のポー




この地域の海 岸沿 いに住むキ ワイ族 につい ては、1900年代前 半のHaddonに
率 い られ たケ ンブ リッジの トレス調査 の一部 と して、Landtmanによ る調 査 が
行 われ てい る。 しか し、その後は植 民地政府 の人類学 者(Governmentanthro-
pologists)や探検家 に よるスケ ッチ風 の記載が残 されてい るだ けで、本格的調
査は この研 究グループによつては じめて行われた。
対象集 団の概要
ギデ ラ族の居住地 は上記 のデル タ地帯の東 南端 に位置 し、海 沿いに居住す るキ
ワイ族(漁業を積 極的 に行 いサゴヤシは ほとん ど利用 しない)を別 にす れば、州
都 ダルー にアクセ ス し易い とい える。 ギデ ラ族の居住地 は、南側 ではダル ー島
に面す る海 沿い にまで達 し、北側 はフ ライ河本流 の近 くまで伸 びてい る。約
4,000平方 ㌔㍍ に及ぶ ギデ ララン ドの 中央 部を東 西に小 さな リッジ(標高 は最
高で も約40㍍)が走 り、南北 に流れ る川 とク リー クの分水 嶺 にな る と ともに、
人 々の活動 の影 響でサバ ンナ化 した植生 も広がつてい る。 ギデ ラ族 の13村落 は、
分水嶺 近 くの内陸部の6村 落(内陸 と呼ぶ)、北側 でフライ河 に流れ る支流沿い
の2村 落(北方)、南側 で トレス海峡 に流れ る川沿いの4村 落(川沿 い)、それ に
1930年頃 に川 沿いか ら海沿い に進 出 した1村 落(海沿い)に分 け られ る。 この4
グルー プは、 自然環境 の面 とダルーへのア クセ ス とい う社会経 済条件の面か ら
異 なる特徴 を もつてい る。
社会構造 につ いては、父系 トーテムクラン(2つの半族 に分かれ る)が、土地
を分有す る とともに半族間の族外婚 の単位 にな るな ど、中心的 な機能 を果 た し
てい る。 ギデ ラ族全体 の首長 も村落の リーダー も存在 しないが、ギデ ラ族 と し







1980年調査 と補充のた めの1981年調査で、各 村落の全成員 を確認 。ただ し、年
齢 は不 明であ り、彼 らの伝統的 な年齢 階梯(男性 で3段 階の未婚 の階梯 と3段
階の既婚 の階梯 、女性 で2段 階の未婚 の階梯 と2段 階の既 婚 の階梯)に した が
う。 なお、 ギデ ララン ド生まれの不在者 について も、現在の居住場所 を含む情
報が得 られ てい る。
過去 の人 口再生産率 と人 口増加率:上 記の調査時 に、ギデ ラ族 全 員の詳細 な家
系図 を、各村 落 にお いて各 ク ランの長老 らか らイ ン タビュー調 査 に よ り収 集。
家系資料 は、現在再生産 中の世代 か ら3-4世代遡 るまで得 られ たが、両親 、兄
弟姉妹 の全員 の情報 が得 られ た者 まで を分析対象 とした。母親 あた りの出生女
児 で結婚 す るまで生存 した人数 をDaughter-m・therrati・(DMR)と呼 び、純再
生産率 に相 当す る指標 とみな した。なお、対象 とした母親 は出産 を終 了 した者
(末子 が7-8歳まで の最初 の年齢 階梯 を過 ぎた こ とを基準)で あ り、 グル ープ
A:女 児 が結婚 し終 わつていない、 グル ープB:女 児 がすべ て結婚 を終了、 グ
ルー プC:女 児 が再生産 を終了、 グループD:女 児 の女児(母親 に とつて は孫
娘)がすべ て結婚 を終 了、の4グ ル ープに分けた。 これ らの4グ ル ープ は、そ
れぞれ1920-40年、1900-20年、1880-1990年、1860-80年に主 として 出生
した と推 定 され る。
出生率 と死亡率:出 生率 については、上記の家系調査で結婚 前 に死亡 した子 ど
もの情報洩れ の可能性 があ るので、別 に集 中調査 対象 とした4村 落(北方 、 内
陸 、川 沿い、海 沿い の各1村 落)で、長期 間滞在 した調査者 が生存 中の上記 の
グルー プAとBに 含 まれ る母親 に対 して詳細なイ ンタ ビュー調査 を実施 した。
死 亡率 につい ては、上記のイ ンタビュー調査 による生存 中の女性 か ら生 まれ





死亡地(ギデ ラの各村落 、近 隣言語族 の村 落、その他 の場 合 にはギデ ララン ド
か らの距離 が遠 くなるほ どカテ ゴ リーを広 くとつてい る)を確 認 してい る。本
研究 では、出生地 と現住地が異なる場合 を移動 として扱 つた。
食糧 生産 ・消費
食物 ・栄養 素摂取:集 中調査対象 とした4村 落のそれぞれで 、1981年の乾季 と
1989年の乾季 に、6-8世帯を対象 に連続 す る2週 間にわた る摂 取 され た食物 の
計量調査。 なお、同 じ調査 が内陸の村では、1971年の乾季 と1972年の雨季 にも
実施 されてい る。
労働 生産性:サ ゴヤシの労働 生産性 については、内陸 の村落 で8本 のサ ゴヤシ
のデ ンプンつ くりにお ける、ヤシの大き さ、生産量、労働時 間な どの観察 ・測
定調査。 同様 の調査 を、主要な野生植 物(果実を摂 取す るグネ ツム属 とカナ リ
ウム属 の木本)につい て も行 う。一方 、 さま ざまなステー ジの作業 か らなる焼
畑農耕 の労働 生産性 を、村 人全員(労働 に直接かかわ らない子 どもを除 く)のタ
イムア ロケーシ ョンのデータ と上記 の食物摂取量調査のデー タか ら推定 し、サ
ゴデ ンプンつ くりと対比 させ なが ら評価 した。
食糧 生産のた めの土地利用:内 陸 の村落で1971-72年、1981年、1989年に、各
世帯(個人)ごとのサ ゴヤシ林、 ココヤ シ林、焼畑 の場所 を観 察 ・イ ンタ ビュー
調査 に よ り確認。 また、上記 のタイ ムア ロケー シ ョン調査期間 に、村人がサ ゴ
デ ンプンつ く り、焼畑農耕 、ココヤ シ採 取、野生植物採集 、狩 猟に利 用 した場
所 を同定 した。 これ らの空 間利用 の結果 を、村落の土地(約70平方㌔㍍)を村落
を中心 とす る1㌔ ㍍四方の メッシュにわけ、利用頻度 として表 した。
マ ラ リア罹患率
1989年に、子 どもを除 くギデ ラ族の大半の住民 を対象 に血液採 取を行い、集 中
調査対 象の4村 落の住民 のサ ンプル につ いて、マ ラ リア抗体価(熱帯熱 マ ラ リ
ア と三 日熱マ ラ リア)を間接蛍光抗体法で同定 した。
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4.主 た る 結 果
適応 の基本構造
1980年の時点 で 、 ギデ ラ ラン ド生 まれ で生存 してい る総 数 は2,230人で あ り、
現在 ギデ ララン ド(ギデ ラ族の13村落)に居住す る総 数は1,850人で あつた。 現
住人 口の96.8%にあた る1,791人はギデ ララン ドの生 まれ で あ り、ギデ ラ族 が
独 立性 が高 く、(生物学的)個体群 と しての特徴 を強 くもつ こ とが確認 され た。
また 、村 落間移動 のデー タは、以下の ことを示 してい る。① ギデ ラ族 の村 落
内婚率 の平均値 が約70%と高い。②13村落 が幾つかの グル ープ にま とまる こ
とは ない。2村 落ずつ の全ペ ア につい て相 対的近隣度(Contiguityscore:2
村 落間で他 の村 落 を経 由せず に道 でつ なが る場合 を1、 一つの村 を経 由す る場
合 を2と い うよ うに与 えた)を計算す ると、ス コア1の 婚姻 率の平均値 は7。6%、
ス コア2の 平均値は0.6%とほぼ一桁ずつ低下 していた。
マラ リア抗体価(熱帯熱 、三 日熱 とも)については、 〈内陸 〉、 〈北方 、川 沿
い〉、〈海 沿い 〉の順 に高 くなつてお り、特に内陸の村落ではマ ラ リア感 染の
リスクが低い ことが明か となつた。
現在 と過去の食物 ・栄 養素摂取
1981年以降の調査結果 によれ ば、北方 と内陸の村落ではサ ゴデ ンプ ンがエネル
ギー摂取量 の5割 前後 を占め、川沿い と海 沿いの村 落ではサ ゴデ ンプ ンの比重
が減 り焼 畑作 物(主 と して タ ロ、 ヤム、バ ナナ)、 さ らには購 入作 物(小麦 粉、
米)への依存度 が高 まる。 この よ うな主食 にみ られ る食 生活 の変 化 と、散 弾銃
や漁網な どの導入 による生計技術の革新 は、 タンパク質 な どの栄養素 の摂 取量
を上昇 させ ることになつた。 したがつて 、現在では、囲0の タンパ ク質摂取 量
の安 全水 準に よるか ぎ りは、必ず しも十分 とはいえな くて も不足 してい る状態
ではない。
過去 の食物 ・栄養素摂取 量を推定す ると、特 に陸生の野生動 物相が豊富 な内





女児 が結 婚 年 齢 を過 ぎた母 親(653人)のDMRは、D、C、B群 で それ ぞ れ
1.046、1.028、1.060であ つた。 この群 間差 は、経時的 な変化 とい うよ りバ ラ
ツキの範 囲 と して捉 え られ る。 平均的 な水準(1.046)に対す る年人 口増加 率は、
平均 世代間隔(平均出産年齢)を22.5歳と仮定す ると、0.20%となる。 この こと
は、ギデ ラ族が全体 としては きわめて緩やかな人 口増加率 を保持 していた こと
を意味 してい る。
重要 な ことは、D～B群 の母親 を合計 し、母親 の出生地 あるい は死亡地/現
住地別 に集計す る と(村落 の4ル ープ別)、内陸 と海 沿い でDMRが1以 上で あ
るのに対 して、北方 と川 沿いで1以下 となるこ とで ある。 ただ し、海 沿いの村
落(1930年ころに川 沿いか ら移動)で出生 した母親 は22人、現住/死 亡 した母親
は35人 と少 ないの で、長期 間の村 落間差 を検討す る際 には川 沿い に含 めて も
よいで あろ う。む しろ問題は、内陸 とその他の村 落 との違い である。 出生 地別
では、 内陸の村落 の母親 のDMRは1.160(対応す る年増加 率はO.66%)、その他
の村 落の母親 のDMRは0.885(一〇,54%)とな り、現住/死 亡地別 では、内陸 の
DMRが1.110(0.46%)、その他のDMRが0.987(一〇.06%)となる。す なわち、内
陸の村 落では、マ ラ リアの罹患 率が低い ことと栄養状態が 良好 であったために、
人 口が増加傾 向 にあつた と推定 され る。
ギデ ラ族 の創 世神 話や ク ランの土地の分布な どか ら、彼 らは、かつ ては内陸
の環境 だけに居住 し、徐 々に川沿いや北方(北方 も川 に近い)の環境 に進出 した
と考 え られ る。 これ らの ことは、ギデ ラ族 の居住史が以下の よ うで あつた こ と
を示唆 してい る。最初 に、彼 らは内陸の適応 し易い環境 だけに居住 し、徐 々 に
人 口を増加 させ た。 その結果 、(オプテ ィマル な)人口支 持力 を超 えたた め に、
適応 しに くい周辺 の環境 にも進 出 したが、そこでは人 口が減少 し続 け るよ うな
状況で あつた。 ただ し、周辺の村落の人 口が実際 に減少 しなか つたのは、内陸




家 系調査 とインタ ビュー調査 に よる生涯 出生数 は、 グループBと グループAの
間で約1人 増加 した こ とを示 してい る。 この理 由 としては、近年 の購 入食 物 の
摂取 に基づ く栄養状態 の改善 、保健 サー ビスの普及 な どによる母親 の健康状態
の向上 ・寿命 の延 長 な どがあげ られ よ う。 一方、イ ンタ ビュー 調査 に よる グ
ル ープBと グル ープAの 母親 か ら生まれ た子 どもの死亡率 をモデル生命表 に あ
て はめた結果、0歳 平均余命が前者 で40年未満 であつたのに対 し、後者 では45
-53年に延長 した ことが示唆 された。 出生率 と死亡率 の変化 によ り、現在 では
年 人 口増加 率 は少 な くとも2%程 度 に上昇 した と推 定 され る。 また 、詳 細 な
デー タは得 られ なか つたが、近年の人 口増加 率は、近代化の恩恵 を受 け易い海
沿 い、川沿 いの村 落で 高い傾 向にある。 これ らの村 落で は、 コ コヤ シの果 実 、
焼畑作物な どを町 に運搬す る機 会が多 く、それ らを売却 し、その収益 で購入食
品の摂取 な どを増大 させ てい る。
ギデ ラ族 の人 口支持 力については、内陸の村落でサ ゴヤシの生育数 に基づ く
推 定が行 われ た。食物 ・栄養 素摂取調査結果 に基づ き、成人男子1人1日 あた
り1,500㌔㌍ のエネル ギーをサ ゴデ ンプ ンか ら摂取す る と仮定す る と、 サ ゴヤ
シの現存 量は現在 の人 口にほぼ見合 うことになつた。 すなわち、ギデ ラ族 に関
してはサ ゴヤ シの生育数(乾季に も干上 が らないサ ゴヤシ林に適す湿地の面積)
が、人 口支持力 の一義的 な決定要因 といえよ う。 この推測 に基づ けば、ギデ ラ
族 の川 沿いや 北方 の村 落への居住地の拡大 は、人 口支持力 を超 えた こ と(厳密
にはオプティマル な レベルを超 えた こと)に対する適応 であつた可能性 が高い。
しか し、近年ではすでに居住地 を拡大で きる可能性 はなく、人 口増加 に対応
す るには居 住地内の土地生産性 あるい は現金収入 を高 めるか、人 口を外部 に放
出す る しか ない。実際 に、これ ら二つの ことがみ られている。
土地生産性(この場合 は、単位 面積 あた りではな く村落の土地全体 につい て)
の向上に最 も効果 的なのは、サ ゴヤシ採集 か ら焼畑農耕 へ比 重を移す ことで あ
る。 労働生産性 は、前者 の方 が収穫以外 の活動 を必要 と しないため高い。 しか
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しなが ら、村落 の土地全体 の生産性 は、焼畑 によつて増大 可能 であ る。 なぜ な
ら、湿地 だけに しか生 育 しないサ ゴヤシに対 して、焼畑 は村落 の土地のほ とん
どどこで もつ くる ことが可能 なためである。30年の休耕期間 で焼畑農耕 を行 う
として も、内陸 の村落の土地の5%程 度 あれば長期 にわた り十分 なエネル ギー
を供 給で きるで あろ う。なお、サ ゴヤ シ採集が焼畑農耕 に大幅 に移行 しない理
由は、 上記 の労働 生産性 が高いだけでな く、生産の安定性(収穫 に季節性 が な
い こ と、異常 気候 に よる害や病 虫害 を蒙 らない こと、な ど)が高 いため と考 え
られ る。
一方 、川 沿い と海 沿いの村 落では、本来サ ゴヤ シの生育に適す淡水性の湿地
が少 ない ために、サ ゴヤシへ の依存 度が低 い。 したがつて、 これ らの村落で焼
畑農耕へ の比重を高め ることは、作物 を町で売却す ることを主た る 目的 と して
いる。
人 口移動 につい ては、海 沿いや川 沿いの村落では 、都 市部(西部州の州都 の
ダルー 、パプ アニ ュー ギニア の首都 のポー トモ レス ビー な ど)への移住者 が多
い。 内陸や 北方 の村 落で は、都 市部へ の移住者 も徐 々に増加 して い るものの、
川沿いや海 沿い の村落へ の移 住者 も多い。 したが つて、近年 のギデ ララン ド外
への移 住が ない と した場合の人 口増加 率は2%を こ してい るが、 この よ うな人
口移 動 によ つて ギデ ララン ドの常住 人 口は、1980年の1,850人か ら1989年の
2,000人強へ と変化 しただ けで、年人 口増加率は1%未 満 と推 定 され る。
5.問 題 点 と 今 後 の 課 題:「 コ メ ン ト」 に 代 え て
食糧生産 にかんす る直接観 察に基づ くデー タが、 とくに内陸以外の村落で不足
してい ることが 「人 ロー食糧 」関係 を論ず る上で欠点 とな つてい る。 また 、セ
ンサス を行 つた1980年以降の人 口の変動 にかんす る情報 をさ らに分析す る必要
があ る し、 この情報 と家 系資料に基づ くDMRか らの人 口再生 産率 と人 口増加
率の推定結果 との関連性 も追求す る必要があろ う。
(大塚柳太郎記)
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